
Title 新古今歌人の十如是の和歌について : 九条家の舎利
講を舞台として

Author(s) 谷, 知子

Citation 語文. 1992, 59, p. 12-20

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68847

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



新
古
今
歌
人
の
十
如
是
の
和
歌
に
つ
い
て

―
―
九
条
家
の
合
利
講
を
舞
台
と
し
て
―
―

は
じ
め
に

九
条
兼
実
と
そ
の
弟
慈
円
は
、
舎
利
講
を
頻
繁
に
催
し
、
歌
人
た
ち
に
多

く
の
結
縁
和
歌
を
詠
ま
せ
た
。
こ
の
実
態
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「九

条
家
の
合
利
講
と
和
歌
」
翁
中
世
文
学
』
三
六
号
、
平
成
四

・
六
）
に
お
い

て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
和
歌
が
本
来
的
に
持
つ
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
呪
術

的
な
力
と
、
舎
利
に
付
与
さ
れ
た
霊
力
と
が
、
社
会
変
革
を
夢
見
て
結
び
付

い
た
、
そ
こ
に
九
条
家
の
合
利
講
と
和
歌
の
意
味
を
見
た
。

本
稿
で
は
、
兼
実
が
催
し
た
舎
利
講
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
十
如
是
の
歌
を

ま
と
め
て
読
ん
で
み
た
い
。
対
象
と
す
る
歌
人
は
、
慈
円

。
藤
原
良
経

。
藤

原
定
家

。
藤
原
有
家

。
二
条
院
讃
岐
で
あ
る
。
十
如
是
は
、
安
良
岡
康
作
氏

が
中
世
文
学
の
特
質
と
さ
れ
る

「道
理
」
を
表
す
。
観
念
的
で
あ
り
な
が
ら
、

同
時
に
現
実
を
支
配
す
る
こ
の
十
如
是
と
い
う

「道
理
」
を
、
新
古
今
歌
人

が
ど
の
よ
う
に
三
十

一
文
字
の
世
界
の
中
で
具
体
化
さ
せ
た
か
を
、
個
々
の

歌
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
探
っ
て
み
た
い
。

谷

知

一

歌
の
問
題
に
入
る
前
に
、
十
如
是
と
は
何
か
、
そ
し
て
九
条
家
の
合
利
講

で
詠
ま
れ
た
こ
と
の
背
景
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

十
如
是
は

『正
法
華
経
』
に
は
見
え
ず
、
鳩
摩
羅
什
訳

『妙
法
蓮
華
経
』

に
の
み
見
え
る
。
漢
訳

『法
華
経
』
に
基
づ
き
、
十
如
是
を
体
系
化
し
た
の

が
天
台
大
師
智
顎
で
あ
っ
た
。
智
顎
は

『摩
訂
止
観
』
『法
華
玄
義
』
『法
華

文
句
』
の
、　
い
わ
ゆ
る
天
台
三
大
部
の
中
で
十
如
是
を
定
義
づ
け
て
い
る
。

が
、
存
在
の
真
実
の
姿
は
具
体
的
な
規
定
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う

彼
の
実
相
観
に
基
づ
き
、
定
義
は
あ
く
ま
で
抽
象
的
で
、
内
容
を
規
定
的
に

示
す
こ
と
は
し
な
い
。
よ
っ
て
、
古
来
十
如
是
の
一
々
の
具
体
相
は
容
易
に

は
知
り
難
い
と
さ
れ
、
種
々
の
日
伝
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
口

伝
類
や
先
学
の
ご
研
究
を
踏
ま
え
、
十
如
是
の
一
々
に
つ
い
て
の
私
な
り
の

理
解
を
こ
こ
に
示
し
て
お
き
た
い
。

十
如
是
と
は
、　
一
切
法

（存
在
す
る
も
の
全
て
）
を
十
種
に
分
類
し
た
も

の
、
い
わ
ば
範
疇
で
あ
る
。
そ
の
一
々
、
如
是
相

・
性

。
体

。
力

・
作

・
因
。

縁

・
果

。
報

。
本
末
究
党
等
が
、
相
互
に
依
存
じ
あ
い
、
有
機
的
に
総
合
し

子



た
も
の
が
、　
一
切
法
の
真
実
の
姿
な
の
で
あ
る
。
十
如
是
を
解
釈
す
る
上
で
、

三
段
階
に
分
類
す
る
方
法
が
し
ば
し
ば
と
ら
れ
る
。
第

一
段
は
相

・
性

。
体

で
、　
一
切
法
の
自
同
的
本
質
を
表
し
、
第
二
段
は
力

・
作

・
因

。
縁

。
果

・

報
で
、　
一
切
法
の
縁
成
を
表
し
、
第
二
段
は
本
末
究
党
等
で
、　
一
切
法
の
自

同
的
本
質
と
縁
成
を
総
合
す
る
。

第

一
段
の
相
は
外
に
あ
ら
わ
れ
る
形
相
で
、
表
面
的
、
偶
然
的
性
質
を
持

ち
、
無
常
な
も
の
で
あ
る
。
性
は
外
か
ら
は
見
え
な
い
が
、
万
物
の
内
面
に

共
通
す
る
唯

一
絶
対
の
性
質
を
い
う
。
体
は
相
と
性
と
を
兼
ね
備
え
た
、
事

物
の
本
体

・
体
質

。
主
質
で
あ
る
。
三
諦
に
比
す
れ
ば
、
相
は
仮
、
性
は
空
、

体
は
中
に
相
当
す
る
。

第
二
段
は
、
時
間
概
念
を
基
軸
に
し
た
因
果
の
法
則
を
明
か
す
。
因
は
直

接
的
原
因
、
縁
は
間
接
的
補
助
因
、
果
は
因
と
縁
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

結
果
、
報
は
因
果
の
報
い
、
主
に
後
世
の
報
い
を
い
う
。
さ
ら
に
、
力
は
こ

う
し
た
縁
起
を
動
か
す
潜
在
的
力
、
作
は
如
是
力
に
よ
っ
て
為
作
さ
れ
た
も

の
、
並
び
に
そ
の
過
程
全
体
を
い
う
。

第
二
段
の
本
末
究
尭
等
は
、
本

（相
）
か
ら
報

（末
）
ま
で
の
九
如
是
の

全
て
が
、
相
互
に
関
係
し
あ
い
、
貫
き
通
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
が
十
如
是
の
一
々
に
つ
い
て
の
概
観
で
あ
る
。
が
、
先
述
の
如
く
、

そ
の
具
体
相
に
つ
い
て
は
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
叡
山
周
辺
に
限
ら

ず
、　
一
般
知
識
人
の
間
で
も
様
々
な
口
伝
や
間
答
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
ら

し
い
。
例
え
ば
、
『表
自
集
』
を
開
け
ば
、
大
江
匡
房

。
藤
原
敦
光
と
い
っ

た
文
人
貴
族
が
草
し
た
何
種
も
の

「十
如
是
義
表
自
」
が
見
え
る
し
、

『本

朝
無
題
詩
』
山
寺
の
部
に
も

「十
如
是
教
間
レ僧
識
　
七
不
堪
心
於
レ
我
深
」

（藤
原
道
憲
）
コ
一諦
義
開
風
巻
レ
霧
　
十
如
理
朗
月
離
レ雲
」
（藤
原
敦
光
）

な
ど
の
詩
句
が
見
え
、
彼
ら
の
十
如
是
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
。

こ
う
し
た
十
如
是
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
は
、
当
時
の
天
台
実
相
論
の
流
行

の
一
環
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
十
如
是
の
表
自
文
を
草

し
た
藤
原
敦
光
は
、
同
時
に

「三
観
義
表
自
」
Ｊ
一諦
義
表
自
」
ヨ
一身
義
表

自
」
Ｆ
一周
義
表
自
」
な
ど
を
著
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
敦
光
は
兼
実
の
父

忠
通
の
生
涯
の
詩
友
で
あ
り
、
忠
通
文
壇
の
指
導
者
で
あ
っ
起
。
忠
通
周
辺

に
集
う
文
人
貴
族
た
ち
の
間
で
天
台
教
学
が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
し
、
時
に
は
十
如
是
の
詩
歌
が
詠
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
兼
実
主
催
の
舎
利
講
に
お
け
る
十
如
是
の
詩
歌
の
中
に
、

こ
う
し
た
忠
通
時
代
の
文
化
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る

だ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

二

で
は
、
場
の
問
題
を
整
理
し
た
上
で
、
十
如
是
の
歌
の
読
み
に
入
り
た
い

と
思
う
。

兼
実
主
催
の
合
利
講
で
十
如
是
の
歌
を
詠
み
残
し
た
歌
人
は
、
兼
実
の
弟

慈
円

・
兼
実
の
子
良
経

・
兼
実
の
娘
任
子
に
出
仕
し
た
二
条
院
讃
岐

。
九
条

家
の
近
臣
藤
原
定
家

・
藤
原
有
家
の
五
人
が
知
ら
れ
る
。
慈
円
の
歌
は
家
集

『拾
玉
集
』
（四
五

一
五
―
四
五
二
四
番

「夏
日
舎
利
講
演
次
同
詠
十
如
法
文

倭
歌
し

に
十
首
、
良
経
の
歌
は
家
集

『秋
篠
月
清
集
』
盆

五
九
二
―

一
六

〇

一
番

「舎
利
講
の
次
に
、
十
如
是
を
し

に
十
首
、
二
条
院
讃
岐
の
歌
は

「新
古
今
集
』
２

九
六
五
番

「入
道
前
関
自
家
に
、
十
如
是
歌
よ
ま
せ
侍
り

け
る
に
、
如
是
報
し

『新
勅
撲
集
』
（六
二
〇
番

「如
是
性
し

に
二
首
、
藤

原
定
家
の
歌
は
家
集

『拾
遺
愚
草
』
公
一七
三
二
―
二
七
四
二
番

「後
法
性

寺
入
道
関
自
殿
舎
利
講
に
、
詩
歌
結
縁
あ
る
べ
し
と
て
、
十
如
是
の
心
を
し

に
十
首
、
藤
原
有
家
の
歌
は

『続
古
今
集
』
（七
六
六
番

「本
末
究
党
等
の



こ
こ
ろ
を
し

に

一
首
、
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
。

い
つ
催
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、

果
如
是
に
は
な
に
を
か
お
も
ふ
き
さ
ら
ぎ
の
二
十
日
の
夢
を
さ
ま
し
て

し
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（拾
玉
集

・
四
五
三
二
）

が
手
掛
か
り
と
な
る
。
こ
の

「き
さ
ら
ぎ
の
二
十
日
の
夢
」
と
は
、
兼
実
の

嫡
男
良
通
が
文
治
四
年

（
一
一
八
八
）
二
月
二
十
日
に
急
逝
し
た
こ
と
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
。
九
条
家
の
嫡
男
を
失
う
と
い
う
悪
夢
を
早
く
醒
ま
し
て
ほ

し
い
と
願
う
歌
意
か
ら
し
て
、
文
治
四
年
か
ら
そ
う
隔
た
ら
な
い
年
に
詠
ま

れ
た
か
。
ま
た
、
参
加
歌
人
の
中
に
二
条
院
讃
岐
が
い
る
が
、
彼
女
が
九
条

家
の
催
し
に
参
加
す
る
と
す
れ
ば
、
文
治
六
年
以
降
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

以
上
二
点
か
ら
、
文
治
六
年
以
降
の
夏
、
そ
れ
も
数
年
の
間
に
催
さ
れ
た
と

推
測
し
て
お
く
。

で
は
、
歌
の
読
み
に
入
る
。
既
に
あ
る
注
釈
と
し
て
、
畑
中
多
忠
著

『類

題
法
文
和
歌
集
注
解
』
に
簡
単
な
抄
注
が
あ
り
、
藤
原
定
家
の
歌
に
つ
い
て

は
、
古
注
の
他
に
、
久
保
田
淳
氏
の
訳
注
が
あ
る
。
ま
た
、
以
前
に
良
経
の

十
首
に
つ
い
て
は
、
本
歌

・
参
考
歌
を
掲
出
し
た
こ
と
が
あ
り
、
原
則
と
し

て
重
複
は
避
け
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

以
下
如
是
相
の
歌
か
ら
掲
出
し
て
い
く
が
、
便
宜
上
十
如
是
歌
の
末
尾
の

括
弧
内
に
は
歌
人
名
と
家
集
番
号

（た
だ
し
二
条
院
讃
岐
と
有
家
の
場
合
は

勅
撰
集
名
と
番
号
）
の
み
記
す
。

如
是
相
を
見
る
ぞ
か
な
し
き
拘
Ｆ
那
城
双
樹
に
わ
け
し
仏
舎
利
か
さ
は

（慈
円

。
四
五

一
五
）

あ
さ
ご
と
に
か
ゞ
み
の
う
へ
に
見
る
か
げ
の
む
な
し
か
り
け
る
よ
に
や

ど
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（良
経

。
一
五
九
二
）

あ
と
も
な
く
む
な
し
き
空
に
た
な
び
け
ど
雲
の
か
た
ち
は
ひ
と
つ
な
ら

ぬ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（定
家

。
二
七
三
三
）

慈
円
は
相
か
ら
報
ま
で
の
九
如
是
に
つ
い
て
三
転
読
を
試
み
て
い
る
。
如

是
相
は
三
身
中
応
身

（釈
迦
）
如
来
に
比
さ
れ
る
の
で
、
釈
迦
の
身
体
、
そ

の
遺
骨
を
相
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

良
経
と
定
家
は
、
『維
摩
経
』
方
便
品
の
無
常
十
喩
か
ら
素
材
を
取
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
。
良
経
は

「維
摩
経
』
の

「是
身
如
レ
影
　
従
二業
縁
・
現
」

に
拠
る
か
。
良
経
以
前
に
藤
原
公
任
が
こ
の

「影
」
を

「鏡
の
う
ち
の
影
」

（公
任

。
二
九
五
）
と
読
み
替
え
て
い
る
。
定
家
は

「是
身
如
二浮
雲
一　
須

史
変
滅
」
に
拠
る
か
。
た
だ
し
、
「摩
訂
止
観
』
（岩
波
文
庫

（上
）
五
九
頁
）

に
も
明
鏡
の
像
を
三
諦
の
仮
に
讐
え
る
箇
所
が
あ
る
し
、
『往
生
要
集
』
（思

想
大
系

『源
信
』
四
七
頁
）
に
も
無
常
を
空
の
雲
に
讐
え
る
箇
所
が
あ
る
な

ど
、
『維
摩
経
』
だ
け
を
原
拠
と
し
て
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ

な
い
。
が
、
「維
摩
経
』
十
喩
の
一
般
へ
の
浸
透
度
か
ら
考
え
て
、
二
人
が

無
常
相
を
詠
む
に
あ
た
っ
て
十
喩
の
中
か
ら
素
材
を
取
っ
た
と
い
う
可
能
性

は
高
い
と
思
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
素
材
を
和
歌
的
伝
統
の
上
か
ら
見
る
と
、

鏡
像
は
自
髪
、
嘆
老
の
意
と
強
く
結
び
付
い
て
い
る
し
、
空
の
雲
は
死
者
を

荼
毘
に
付
し
た
後
の
煙
の
行
く
末
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
良
経

・

定
家
は
、
「維
摩
経
』
十
喩
の
素
材
に
、
歌
語
と
し
て
の
鏡
像

・
雲
が
持
つ

死
や
無
常
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
、
如
是
相
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は

な
い
か
。

次
に
如
是
性
の
歌
を
掲
げ
る
。

性
如
是
の
く
ち
ぬ
め
ぐ
み
ぞ
た
の
も
し
き
仏
の
た
ね
は
こ
の
身
な
り
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（慈
円

。
四
五

一
六
）

さ
ま
´
ヽ
に
む
ま
れ
き
に
け
る
よ
ヽ
も
み
な
を
な
じ
月
こ
そ
む
ね
に
す

み
け
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（良
経

。
一
五
九
二
）



に
ご
り
江
や
を
河
の
水
に
し
ず
め
ど
も
ま
こ
と
は
お
な
じ
山
の
は
の
月

（定
家

・
二
七
三
四
）

す
む
と
て
も
思
ひ
も
し
ら
ぬ
身
の
う
ち
に
し
た
ひ
て
の
こ
る
あ
り
あ
け

の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（讃
岐

。
新
勅
撲
集

・
釈
教

・
六
二
〇
）

四
人
共
に
身
の
内
に
あ
る
仏
性
を
詠
む
。
良
経

・
定
家

・
讃
岐
は
仏
性
を

「月
」
と
、
慈
円
は

「仏
の
た
ね
」
と
表
現
し
た
。
ま
た
、
こ
の
仏
性
を
覆

い
隠
す
煩
悩
、
汚
れ
た
現
実
を
、
慈
円
は

「く

（朽
）
ち
ぬ
」
で
暗
示
し
、

他
の
二
人
は

「さ
ま
ハ
ヽ
に
む
ま
れ
き
に
け
る
よ
ヽ
」
「
に
ご
り
江
や
を
河

の
水
に
し
ず
め
ど
も
」
「思
ひ
も
し
ら
ぬ
身
」
と
表
現
す
る
。

次
に
如
是
体
の
歌
を
掲
げ
る
。

是
体
如
は
東
大
寺
な
る
慮
遮
那
仏
げ
に
あ
か
金
の
大
仏
か
な

（慈
円

。
四
五

一
七
）

は
る
の
よ
の
け
ぶ
り
に
き
え
じ
月
か
げ
の
の
こ
る
す
が
た
も
よ
を
て
ら

し
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（良
経

。
一
五
九
四
）

か
り
そ
め
に
鶴
の
林
の
名
を
た
て
し
け
ぶ
り
の
の
ち
の
す
が
た
を
ぞ
見

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（定
家

。
二
七
二
五
）

体
は
三
身
中
の
法
身

（慮
遮
那
）
如
来
に
相
当
す
る
。
慈
円
は
こ
の
慮
遮

那
仏
の
化
現
と
し
て
の
東
大
寺
大
仏
を
詠
ん
だ
。
良
経

・
定
家
は
、
入
滅
後

の
釈
迦
が
永
遠
の
真
理
の
象
徴
と
な
っ
た
こ
と
を
詠
ん
だ
。
体
は
最
も
理
解

困
難
で
、　
一
切
法
の
究
極
の
姿
と
さ
れ
て
い
る
が
、
二
人
共
に
現
代
で
い
う

真
理
の
象
徴
を
も
っ
て
体
と
し
た
。

次
に
第
二
段
の
力

・
作

・
因
。
縁

・
果

・
報
、　
一
切
法
の
縁
成
を
詠
ん
だ

歌
に
移
る
。
ま
ず
如
是
力
の
歌
か
ら
。

如
是
力
に
世
を
を
こ
さ
ば
や
を
と
に
き
く
大
諾
健
那
又
は
民
長

（慈
円

。
四
五

一
八
）

ふ
り
つ
も
る
ゆ
き
に
た
わ
ま
ぬ
ま
つ
が
え
の
心
つ
よ
く
も
は
る
を
ま
つ

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（良
経

。
一
五
九
五
）

み
な
れ
ざ
を
い
は
ま
に
な
み
は
ち
が
へ
ど
も
た
ゆ
ま
ず
の
ぼ
る
宇
治
の

川
舟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（定
家

。
二
七
三
六
）

慈
円
詠
の

「大
諾
健
那
」
は
金
剛
力
士
、
「民
長
」
は
国
王
な
ど
の
意
で

あ
る
。
共
に
仏
法
を
護
持
す
る
存
在
で
、
力
の
象
徴
で
も
あ
る
。
こ
の
力
を

も
っ
て
王
法
仏
法
相
即
の
理
想
国
家
を
復
興
し
た
い
と
い
う
願
望
を
詠
ん
だ

も
の
で
あ
る
。

良
経

・
定
家
は
、　
一
時
的
な
瞬
発
力
で
は
な
く
、
持
続
的
な
力
を
詠
ん
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
持
続
力
を
、
良
経
は
積
雪
の
重
み
に
耐
え
な
が
ら
春
を
待
つ

松
の
本
に
磐
え
、
定
家
は
飛
び
交
う
波
と
闘
い
な
が
ら
川
を
遡
上
し
て
い
く

舟
に
警
え
た
。
こ
れ
ら
の
比
喩
は
、
和
歌
の
世
界
に
お
い
て
は
、

柚
山
の
こ
ず
ゑ
に
お
も
る
雪
を
れ
に
た
え
ぬ
な
げ
き
の
身
を
く
だ
く
ら

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（新
古
今
集

。
一
五
八
二

。
藤
原
俊
成
）

河
ぶ
ね
の
の
ぼ
り
わ
づ
ら
ふ
綱
手
な
は
く
る
し
く
て
の
み
世
を
わ
た
る

か
な
　
　
（新
古
今
集

。
一
七
七
五

・
藤
原
頼
輔
、
右
大
臣
家
百
首
）

の
如
く
、
政
治
的
不
遇
や
官
位
昇
進
の
苦
難
を
訴
え
る
述
懐
歌
に
お
い
て
し

ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
良
経
の
持
続
力
は
静
的
で
、
定
家
の

が
動
的
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
表
し
て
い
る
が
、
共
に
降
り
か

か
る
困
難
に
耐
え
な
が
ら
、
家
の
繁
栄
と
か
官
位
昇
進
と
い
っ
た
世
俗
的
な

善
果
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
人
三
様
の
力
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
出
て

い
て
興
味
深
い
。

次
は
、
こ
の
如
是
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
如
是
作
の
歌
を
掲
げ
る
。

作
如
是
に
は
う
き
身
も
猶
ぞ
た
の
も
し
き
な
す
事
な
き
を
な
す
事
に
し
て

（慈
円

。
四
五

一
九
）



ひ
を
へ
つ
ヽ
す
が
く
さ
ゝ
が
に
ひ
と
す
ぢ
に
い
と
な
み
く
ら
す
は
て
を

し
ら
ば
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（良
経

。
一
五
九
六
）

春
の
田
に
心
を
つ
く
る
山
賤
も
植
う
る
さ
な
へ
ぞ
色
に
い
で
け
る

貧
疋
家

・
二
七
三
七
）

慈
円
詠
は
、
俗
世
に
お
い
て
は
否
定
さ
れ
る
べ
き

「な
す
事
な
き
」
を
、

「無
為
」
に
転
じ
て
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
良
経

・
定
家
は
、
蜘
蛛
や
山

賤
と
い
っ
た
卑
小
な
る
も
の
が
、
日
々
一
心
に
巣
や
田
を
作
る
労
働
行
為
を

描
く
。
良
経

。
定
家
は
、
如
是
力
同
様
、
如
是
作
も
俗
世
に
お
け
る
営
為
を

詠
ん
で
い
る
が
、
定
家
が
そ
の
営
為
の
実
り
を
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、

良
経
は
巣
作
り
に
埋
没
す
る
蜘
蛛
の
姿
に
自
分
自
身
の
日
常
生
活
を
重
ね
合

わ
せ
、
そ
の
際
限
な
さ
、
空
し
さ
を
詠
ん
だ
。

次
は
如
是
因
。

是
因
如
に
く
字
の
字
義
を
思
ふ
哉
荻
な
き
や
ど
に
秋
の
ゆ
ふ
風

（慈
円

。
四
五
二
〇
）

た
ね
じ
あ
れ
ば
ほ
と
け
の
身
と
も
な
り
ぬ
べ
し
い
は
に
も
ま
つ
は
お
い

け
る
物
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（良
経

・
一
五
九
七
）

た
ね
ま
き
じ
春
を
わ
す
れ
ぬ
つ
ま
な
れ
や
垣
ほ
に
し
の
ぶ
や
ま
と
な
で

し
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（定
家

・
二
七
三
八
）

慈
円
詠
の

「く
」
は
訂
す
”
の
種
字
で
、
因
の
意
を
表
す
。
「思
ふ
」
は
観

想
す
る
と
い
う
こ
と
。
下
旬
は
無
音
で
あ
る
こ
と
、
「く
」
が
五
大
の
中
の

風
、
色
で
い
え
ば
自
色
に
対
応
す
る
こ
と
と
関
わ
る
か
。

良
経

・
定
家
は
共
に
因
を

「た
ね
」
と
表
現
し
て
い
る
。
良
経
は
果
の
意

を
表
す

「実
」
を

「身
」
に
掛
け
て
、　
一
切
衆
生
の
成
仏
が
可
能
で
あ
る
こ

と
を
詠
ん
だ
。
定
家
は
、
撫
子
の
花
と
、
そ
の
因
と
な
っ
た
種
を
詠
ん
で
い

る
が
、
種
蒔
き
し
た
撫
子
は
、
自
分
の
娘
の
比
喩
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が

多
い
。
例
え
ば
、
任
子
入
内
屏
風
和
歌
に
お
い
て
定
家
は
、

た
ね
ま
き
て
ち
り
だ
に
す
ゑ
ぬ
床
夏
の
花
の
さ
か
り
は
君
の
み
ぞ
み
む

（拾
遺
愚
草

。
一
七
九
二
）

と
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
の

「床
夏

（撫
子
）
の
花
」
を
久
保
田
淳
氏
は
兼
実

の
娘
任
子
の
比
喩
と
解
し
て
お
ら
れ
る
。
定
家
の
如
是
因
の
歌
に
も
こ
の
よ

う
な
寓
意
を
認
め
る
な
ら
ば
、
「や
ま
と
な
で
し
こ
」
は
任
子
、
「た
ね
ま
き

じ
春
」
は
兼
実
を
は
じ
め
と
す
る
九
条
家
の
繁
栄
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

次
は
因
果
の
働
き
を
補
助
す
る
間
接
的
原
因
で
あ
る
如
是
縁
の
歌
に
移
る
。

如
是
縁
よ
あ
は
れ
仏
種
も
な
に
よ
り
か
起
こ
り
そ
め
け
む
け
ふ
の
舎
利

講
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（慈
円

。
四
五
二

一
）

き
し
に
い
た
る
か
ぜ
の
し
る
べ
を
お
も
ふ
か
な
く
る
し
き
う
み
に
ふ
な

よ
そ
ひ
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（良
経

。
一
五
九
八
）

年
を
へ
て
子
日
に
な
る
ゝ
ひ
め
こ
松
ひ
く
に
ぞ
ち
よ
の
か
げ
も
見
え
け

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（定
家

。
二
七
二
九
）

如
是
縁
を
、
慈
円
は
今
日
の
合
利
講
、
良
経
は
業
風
、
定
家
は
小
松
の
根

び
き
で
表
し
て
い
る
。
慈
円

。
良
経
は
共
に
悟
り
と
い
う
善
果
に
到
達
す
る

た
め
の
手
助
け
と
し
て
詠
ん
で
い
る
が
、
定
家
の
歌
は
前
の
如
是
因
歌
同
様
、

任
子
入
内
の
寓
意
の
有
無
が
問
題
と
な
る
。
定
家
詠
は

ね
の
び
し
て
し
め
つ
る
野
べ
の
ひ
め
こ
松
ひ
か
で
や
ち
よ
の
か
げ
を
待

た
ま
し
（新
古
今
集

・
雑

・
七
〇
九

。
藤
原
清
正
、
和
漢
朗
詠
集

。
三
二
）

を
本
歌
と
し
、
否
定
を
肯
定
に
転
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
子
日
の
松
を
ひ
く

と
い
う
行
為
は
、
時
に
次
の
よ
う
な
詠
ま
れ
方
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

子
日
の
松
を
身
に
た
と
へ
侍
り
て

ひ
く
人
も
な
く
て
お
い
ぬ
る
ま
つ
は
た
ゞ
ね
の
ひ
を
よ
そ
に
き

ヽ
や
す



ぐ
さ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（能
宣
Ｉ
。
四

一
四
）

俊
頼

（俊
頼
Ｉ
。
三
二
）
や
俊
成

（俊
成
Ｉ

・
一
〇
三
）
の
述
懐
歌
に
も

見
ら
れ
る
用
法
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
ひ
く
」
に
は
引
き
立
て
る
、
即
ち

官
位
昇
進
や
出
世
の
手
助
け
を
す
る
と
い
う
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
定
家

の
歌
の
場
合
、
姫
小
松
で
あ
り
、
ひ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
「ち
よ
の
か
げ
」

が
見
え
る
の
だ
か
ら
、
定
家
自
身
の
寓
意
と
す
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
。
こ
の

場
合
は
、
前
歌
同
様
任
子
入
内
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
と
す
る
と
、
土
の
中
か
ら
根
び
き
さ
れ
る
姫
小
松
は
入
内
す
る
任
子
、

そ
し
て
根
び
き
す
る
人
は

「ち
と
せ
ま
で
か
ぎ
れ
る
松
も
け
ふ
よ
り
は
君
に

ひ
か
れ
て
万
代
や
へ
む
」
（拾
遺
集

。
春

・
三
四
。
能
宣
）
と
同
じ
く
主
君
で
、

こ
の
場
合
は
後
鳥
羽
天
皇
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、

後
鳥
羽
天
皇
の
も
と
に
入
内
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
条
家
に
ま
す
ま
す
の

繁
栄
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
言
祝
い
で
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

次
は
如
是
果
の
歌
に
つ
い
て
。

果
如
是
に
は
な
に
を
か
お
も
ふ
き
さ
ら
ぎ
の
二
十
日
の
夢
を
さ
ま
し
て

し
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（慈
円

。
四
五
三
二
）

秋
ふ
か
く
な
り
は
て
に
け
る
み
や
ま
か
な
は
な
見
し
え
だ
に
こ
の
み
い

ろ
づ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（良
経

。
一
五
九
九
）

袖
の
香
を
よ
そ
へ
て
う
ゑ
し
た
ち
花
も
あ
さ
お
く
し
も
に
身
を
む
す
ぶ

ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（定
家

。
二
七
四
〇
）

二
人
共
に
善
果
を
詠
む
。
慈
円
詠
は
先
述
し
た
如
く
文
治
四
年
二
月
二
十

日
の
良
通
の
死
と
い
う
悪
夢
か
ら
醒
め
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。

良
経

・
定
家
は
、
季
節
の
推
移
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
実
を
詠
ん
だ
。
時
が

た
て
ば
花
は
散
り
、
人
は
去
る
。
こ
れ
が
無
常
の
世
の
な
ら
い
で
あ
る
が
、

一
見
無
常
に
見
え
る
世
も
、
花
が
散
っ
た
後
に
は
木
の
実
が
色
づ
く
し
、
別

れ
た
人
の
袖
の
香
に
な
ぞ
ら
え
て
植
え
た
橘
は
、
霜
枯
れ
す
る
こ
と
な
く
、

黄
金
色
の
実
を
つ
け
る
の
で
あ
る
。
時
は
過
ぎ
、
事
物
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
が
、
現
象
の
奥
に
は
永
遠
不
変
の
真
理
が
ひ
そ
ん
で
お
り
、
ど
ん
な

も
の
で
も
善
果
に
到
達
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。

次
は
、
第
二
段
の
最
後
如
是
報
に
つ
い
て
。

是
報
如
の
如
々
の
こ
と
は
り
十
に
し
て
む
な
し
き
空
に
秋
の
よ
の
月

（慈
円

。
四
五
二
三
）

す
ぎ
ゝ
け
る
よ
ヽ
に
や
つ
み
を
か
さ
ね
け
む
む
く
ひ
か
な
し
き
き
の
ふ

け
ふ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（良
経

。
一
六
〇
〇
）

し
ら
ぬ
世
を
思
ふ
も
つ
ら
き
日
の
ま
へ
に
又
な
げ
き
つ
む
の
ち
の
け
ぶ

り
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（定
家

。
二
七
四

一
）

う
き
も
猶
む
か
し
の
ゆ
ゑ
と
お
も
は
ず
は
い
か
に
こ
の
世
を
恨
み
は
て

ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
（讃
岐

。
新
古
今
集

・
釈
教

。
一
九
六
五
）

慈
円
は
、　
一
切
法
の
真
実
の
姿
は
十

（十
如
是
）
あ
る
が
、
本
来
は
秋
の

月
の
よ
う
に
清
浄
で
不
変
の
も
の
唯

一
で
あ
る
こ
と
を
詠
ん
だ
。
良
経

・
讃

岐
は
前
世
の
報
と
し
て
味
わ
う
現
世
の
苦
し
み
を
、
定
家
は
現
世
の
報
と
し

て
受
け
る
地
獄
の
責
め
苦
を
詠
ん
だ
。
二
人
共
に
悪
報
で
あ
る
。

以
上
が
第
二
段
の
歌
で
あ
る
。
良
経

。
定
家
の
歌
に
は
時
間
の
経
過
が
か

な
り
意
識
的
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
特
に
定
家
は
、
早
苗
の
成
長
や
、
「春

を
わ
す
れ
ぬ
つ
ま
」
と
し
て
の
撫
子
、
「ち
よ
の
か
げ
」
を
暗
示
す
る
松
、

懐
旧
の
意
と
強
く
結
び
付
い
た
橘
な
ど
を
素
材
と
し
て
選
び
、
過
去

。
現
在
・

未
来
を
つ
な
ぐ
時
間
軸
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
九

条
家
の
繁
栄
を
詠
み
込
む
な
ど
、
現
実
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
わ

れ
る
。
で
は
、
最
後
に
第
二
段
、
本
末
究
党
等
の
歌
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
第



三
段
は
、
十
如
是
中
最
も
重
要
な
箇
所
で
あ
る
。

是
本
末
究
党
等
に
も
春
く
れ
て
木
ず
ゑ
の
花
の
ね
に
か
へ
り
ぬ
る

（慈
円

。
四
五
二
四
）

す
ゑ
の
つ
ゆ
も
と
の
し
づ
く
を
ひ
と
つ
ぞ
と
お
も
ひ
は
て
ゝ
も
そ
で
は

ぬ
れ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（良
経

。
一
六
〇

一
）

あ
さ
ぢ
ふ
や
ま
し
る
蓬
の
す
ゑ
葉
ま
で
も
と
の
心
の
か
は
り
や
は
す
る

（定
家

。
二
七
四
二
）

あ
さ
ぢ
は
ら
か
ぜ
を
ま
つ
ま
の
す
ゑ
の
露
つ
ひ
に
は
そ
れ
も
も
と
の
し

づ
く
を
　
　
　
　
　
　
　
　
（有
家

。
続
古
今
集

。
釈
教

・
七
六
六
）

慈
円
は

「本
末
」
を

「木
ず
ゑ
の
花
」
「ね

（根
ご

と
、
「等
」
を

「花

悔
レ
帰
レ
根
無
レ
益
レ悔
」
（和
漢
朗
詠
集

・
間
二
月

ｏ
六

一
。
滋
藤
）
を
踏
ま

え
、
桜
の
花
が
散
っ
て
本
の
根
に
戻
っ
て
い
く
景
で
表
現
し
た
。
つ
ま
り
慈

円
は
、
事
物
の
変
化
と
は
循
環
に
す
ぎ
ず
、
花
が
本
の
根
に
戻
っ
て
い
く
よ

う
に
、
結
局
全
て
は
元
に
戻
っ
て
い
く
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
慈
円
の
世
界
観
は

『愚
管
抄
』
の
中
で
も
は
っ
き
り
と
語
ら
れ
て
い
る
。

物
ノ
道
理
、
吾
国
ノ
ナ
リ
ユ
ク
ヤ
ウ
ハ
、
カ
ク
テ
コ
ソ
ヒ
シ
ト
ハ
落
居

セ
ン
ズ
ル
コ
ト
ニ
テ
侍
レ
。
法
門
ノ
十
如
是
ノ
中
ニ
モ
、
如
是
本
末
究

党
等
卜
申
コ
ト
也
。
カ
ナ
ラ
ズ
昔
今
ハ
カ
ヘ
リ
ア
ヒ
テ
、
ヤ
ウ
ハ
昔
今

ナ
レ
バ
カ
ハ
ル
ヤ
ウ
ナ
レ
ド
モ
、
同
ス
ヂ
ニ
カ
ヘ
リ
テ
モ
タ
フ
ル
事
ニ

テ
侍
ナ
リ
。
（巻
七
）

ま
た
慈
円
は
春
日
百
首
の
十
如
是
歌
中
の

「本
末
究
党
等
」
に
お
い
て
も

「九
に
ひ
ら
き
じ
門
も
立
ち
返
り
み
な
ひ
と
つ
に
ぞ
め
ぐ
り
い
り
ぬ
る
」
と
、

循
環
す
る
世
界
観
を
詠
ん
で
い
る
。

良
経

。
有
家
は

「本
末
」
を
、
「す
ゑ
の
つ
ゆ
も
と
の
し
づ
く
や
世
中
の

お
く
れ
さ
き
だ
つ
た
め
し
な
る
ら
ん
」
（新
古
今
集

。
哀
傷

・
七
五
七

。
遍

昭
、
和
漢
朗
詠
集

・
無
常

・
七
九
八
）
に
拠
り
、
「す
ゑ
の
露
」
「も
と
の
し

づ
く
」
と
表
現
す
る
。
そ
し
て
、
時
間
差
に
よ
る
表
面
的
な
異
相
を
否
定
し
、

万
物
の
行
き
着
く
所
は
同
じ
と
す
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
慈
円
と
同
様

で
あ
る
が
、
本
歌
の
性
質
上
無
常
感
は
否
め
な
い
し
、
良
経
歌
の
末
句
は
涙

を
意
味
す
る
も
の
で
、
現
実
に
対
す
る
懐
疑
的
な
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

定
家
の
設
定
し
た
時
間
は
長
い
。
長
い
年
月
を
経
て
、　
一
見
荒
廃
し
変
わ

り
果
て
て
し
ま
っ
た
か
に
見
え
る
浅
茅
生
や
蓬
も
、
そ
の
末
葉
に
至
る
ま
で

「も
と
の
心
」
は
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
と
詠
ん
だ
。
時
間
の
経
過
が
も
た

ら
す
事
物
の
表
面
的
な
変
化
を
否
定
し
た
点
で
は
他
の
歌
人
と
同
様
で
あ
る

が
、
定
家
は
不
変
の

「も
と
の
投
」
の
存
在
を
打
ち
出
し
た
。

本
末
究
党
等
は
十
如
是
の
結
論
部
分
で
あ
る
。
四
人
共
に
古
歌
を
用
い
て

時
間
の
経
過
を
詠
み
込
む
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
時
間

と
い
う
概
念
を
否
定
し
て
い
る
。
で
、
否
定
さ
れ
た
時
間
概
念
の
か
わ
り
に

そ
れ
ぞ
れ
が
示
し
た
真
実
の
実
相
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
大
雑
把
な
言
い
方

を
す
れ
ば
、
慈
円
は
世
界
を
循
環
す
る
も
の
と
捉
え
、
定
家
は
現
象
の
奥
に

あ
る
不
変
な
る
も
の
の
存
在
を
見
、
良
経
は
不
変
と
共
に
無
常
を
示
し
た
と

い
えヽ
卜
で
つ
。

以
上
、
十
如
是
の
歌
の
読
解
を
試
み
た
。
最
後
に
各
歌
人
の
十
如
是
の
歌

の
特
徴
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

慈
円
は
十
如
是
の
一
々
を
歌
頭
に
詠
み
い
れ
、
九
如
是
の
三
転
読
を
試
み

た
。
全
体
的
に

「か
な
し
き
」
沢
め
ぐ
み
ぞ
）
た
の
も
し
き
」
「世
を
お
こ

さ
ば
や
」
沢
う
き
身
も
猶
ぞ
）
た
の
も
し
き
」
響
グ
を
さ
ま
し
て
し
哉
」
な

ど
と
、
自
分
の
感
情
や
願
望
を
詠
み
込
む
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
密
教
的
色

解

畔
ｘ
一
聰
刀

虜

畔

鋳

財

慶

権̈

鳩
島
瑚
し
設



え
ら
れ
、
慈
円
の
歴
史
観
を
信
仰
面
か
ら
支
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
の

世
が
ど
ん
な
に
絶
望
的
で
あ

っ
て
も
、
花
が
根
に
帰

っ
て
い
く
よ
う
に
、
必

ず
ま
た
よ
い
時
代
が
め
ぐ

っ
て
く
る
と
い
う
希
望
を
慈
円
に
抱
か
せ
る
思
想

的
根
拠
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

良
経
と
定
家
の
十
如
是
歌
は
、
発
想

・
表
現
共
に
似
通
う
点
が
多
い
が
、

良
経
は
、
現
実
世
界
や
そ
こ
に
生
き
る
自
分
を
無
常
で
卑
小
な
る
も
の
と
提

え
る
自
ら
の
思
い
を
し
ば
し
ば
差
し
挟
む
傾
向
が
あ
る
。
定
家
は
二
人
の
中

で
最
も
現
実
社
会
に
即
し
た
解
釈
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
過
去

。
現
在

。

未
来
を

つ
な
ぐ
時
間
の
流
れ
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
上
で
最
後
に
そ
う
し
た
時

間
の
流
れ
に
よ
る
変
化
を
否
定
し
、
永
遠
不
変
な
る
も
の
の
存
在
が
示
さ
れ

て
い
る
。

お
わ
り
に

九
条
家
の
合
利
講
は
、
舎
利
に
付
与
さ
れ
た
霊
力
を
た
の
ん
で
現
実
的
な

力
を
得
る
た
め
に
催
さ
れ
た
。
そ
こ
に
同
じ
く
呪
術
的
な
力
が
あ
る
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
和
歌
が
結
び
付
い
た
。
こ
の
十
如
是
の
歌
も
、
そ
の
中
身
は
教

理
を
詠
む
と
い
う
よ
り
も
、
現
実
社
会
に
対
す
る
強
い
願
望
を
舎
利
の
力
に

託
し
て
詠
む
と
い
う
傾
向
が
強
い
。
日
の
前
に
あ
る
現
実
は
ど
ん
な
に
絶
望

的
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
現
象
の
奥
に
あ
る
真
実
と
は
希
望
の
持
て
る
も
の
で

あ

っ
て
ほ
し
い
。
い
や
、
そ
う
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
現
実
肯
定

主
義
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
現
実
認
識
の
あ
り
方
は
、
新
古
今
歌
風
の
特

質
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
新
古
今
歌
人
の
四
季
の
歌
、
特
に
冬

の
歌
の
中
に
は
、
本
歌
の
世
界
の
消
失
、
花
や
紅
葉
が
散
り
、
人
も
去

っ
た

後
の
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
。
時
間
の
流
れ
を
強
調
し
た
上
で
あ
え
て

非
在
を
詠
む
、
こ
う
し
た
手
法
に
こ
の
十
如
是
の
歌
と
同
様
、
現
象
の
奥
の
、

無
常
の
彼
方
に
あ
る
永
遠
不
変
な
る
も
の
の
存
在
を
見
出
そ
う
と
す
る
、
彼

ら
の
遠
い
眼
差
し
を
看
取
す
る
こ
と
は
そ
う
的
外
れ
で
は
な
い
と
思
う
。
激

動
の
時
代
に
生
ま
れ
た
彼
ら
を
支
え
た
根
本
的
な
世
界
観
と
し
て
注
目
し
て

お
き
た
い
と
思
う
。

本
稿
に
お
い
て
用
い
た
本
文
、
歌
番
号
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一拾
玉
集
」
（昭
和
四
六

・
三
、

吉
川
弘
文
館
）
、
「秋
篠
月
清
集
」
は
片
山
享
者

『校
本
秋
篠
月
清
集
と
そ
の
研
究
」
（昭
和
五

一
。
六
、

笠
間
書
院
）
所
収
の
天
理
図
書
館
蔵
定
家
等
自
筆
本
、
「拾
遺
愚
草
」
は
久
保
田
淳
著

『訳
注
藤
原
定

家
全
歌
集
」
上
下

（昭
和
六
〇

・
三
、
昭
和
六

一
・
六

・
河
出
書
房
新
社
）
に
概
ね
拠
る
が
、
必
要

な
箇
所
は
他
本
を
以
て
校
合
し
た
。
そ
の
他
の
私
家
集
は

『私
家
集
大
成
し、
勅
撰
集

。
私
撰
集
は

，新

編
国
歌
大
規
」
に
拠
る
。

注（１
）
「中
世
文
学
の
探
求
」
（昭
和
四
五

・
有
精
堂
）、
「中
世
文
学
の
理
念
」
（昭
和
五
六

・
笠
間
書

院
）
な
ど
。

（２
）
十
如
是
に
つ
い
て
は
、
「法
幸
玄
義
」
巻
二
上

（「大
正
新
修
大
蔵
経
」
三
二

・
六
九
二
頁
以
下
）、

「法
幸
文
句
』
巻
三
上

（，大
蔵
経
』
三
四

・
三
七
頁
以
下
）、
一摩
訂
止
観
」
巻
五
上

（岩
波
文

庫
二
八
二
頁
以
下
）
の
他
、
源
信
撰
と
い
わ
れ
る

『十
如
是
義
私
記
」
「
法
幸
文
句
」
に
基
づ

き
、
間
答
形
式
で
記
し
た
も
の
。
「大
日
本
仏
教
全
書
」
二
九

・
一
二
四
頁
以
下
）
な
ど
の
解
説
、

ま
た
新
田
雅
章
著

『天
台
実
相
論
の
研
究
」
（昭
和
五
六

・
平
楽
寺
書
店
）
等
に
お
け
る
概
論
、

奥
田
慈
応

■十
如
是
私
釈
」
「
叡
山
学
報
」
昭
和
八

・
一
一
）、
松
野
顕
佑

「相
性
体
の
三
如
是

に
就
い
て
」
「
大
崎
学
報
』
昭
和
二
五

・
六
）、
村
田
常
大

「天
台
の
十
如
と
幸
厳
の
六
相
」
■
天

台
学
報
」
昭
和
三
四

・
六
）、
宇
治
行
忠

「梵
文
方
便
品
十
如
に
関
す
る
異
相
と
そ
の
若
千
の
考

察
」
■
棲
神
』
昭
和
四
三

・
一
一
）
等
の
研
究
に
よ
り
理
解
し
た
。

（３
）
国
史
大
系

「本
朝
文
集
」
所
収
。

（４
）
大
曽
根
章
介

「院
政
期
の
一
鴻
儒
―
藤
原
敦
光
の
生
涯
―
」
「
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
二

・

八
）、
佐
藤
道
生

「「法
性
寺
殿
御
集
彗
考
」
（和
漢
比
較
文
学
叢
書
四

「中
古
文
学
と
漢
文
学
Ⅱ
」

昭
和
六
二

・
二

・
汲
古
書
院
）
参
照
。

（５
）
”拾
玉
集
」
四
五
二
五

・
四
五
二
六
番
に

「又
」
と
し
て
、
如
是
相

・
作
如
是
の
歌
が
見
え
る
。

四
五
二
七
―
四
五
三
〇
番
に
は
如
是
相

・
性

・
体

・
力
の
四
如
是
を
、
春
夏
秋
冬
の
四
季
に
寄

せ
て
詠
ん
だ
歌
が
見
え
る
。
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森
本
元
子
著

「二
条
院
讃
岐
と
そ
の
周
辺
」
（昭
和
五
九

・
笠
間
書
院
）

一
二

一
頁
。

『常
縁
日
伝
和
歌
」
（石
川
常
彦
校
注

『拾
遺
愚
草
古
注
上
」
〈昭
和
五
八

・
三
弥
井
書
店
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

本
文
と
し
て
用
い
た
久
保
田
淳
前
掲
書
。

「藤
原
良
経
の
十
如
是
の
歌
に
つ
い
て
し
■
解
釈
」
平
成
二

。
一
〇
）。

畑
中
多
忠

「類
題
法
文
和
歌
集
注
解
」。

四
五
二
六
番
歌
は

「作
如
是
こ
そ
み
ぎ
り
久
し
き
御
法
な
れ
と
き
は
か
き
は
に
と
の
づ
く
り
し

ア
ヽ
」
。

（Ｈ
）
「褻
」
を
見
せ
消
ち
し
て

「く
」
に
改
め
て
い
る
。
「ミ
」
は
詰
字
。
多
数
の
功
徳
が
ｔ
れ
よ
り

生
す
る
と
い
う
。

（‐２
）
本
文
と
し
て
用
い
た
久
保
田
淳
前
掲
書
。

（‐３
）
「常
縁
日
伝
和
歌
」
は
、
橘
諸
兄
の
家
の
繁
栄
が
永
久
に
続
く
こ
と
を
橘
に
寄
せ
て
詠
ま
れ
た

歌
「橋
都
　
無
か
俸
む
左サ倍へ　
丼
葉′、左，倍へ　
棒
待
隷
晦
い
　
修
識
葉′、之′俳
」
（万
葉
集
・巻
六
・

雑

。
一
〇

一
四

・
元
明
天
皇
）
を
ふ
ま
え
る
か
と
す
る
。

（‐４
）
久
保
田
淳
氏
は

「た
づ
ね
て
も
わ
れ
こ
そ
と
は
め
道
も
な
く
深
き
よ
も
ぎ
の
も
と
の
こ
こ
ろ
を
」

（源
氏
物
語

。
蓬
生

・
光
源
氏
）
を
参
考
歌
と
し
て
引
か
れ
る
。

（‐５
）
山
本

一
「文
武
兼
行
の
摂
録
臣
―

「愚
管
抄
し
に
お
け
る
歴
史
と
希
望
―
」
■
国
語
と
国
文
学
」

平
成
二

・
一　
一
）。

―
放
送
大
学
非
常
勤
講
師
―


